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はじめに

工場やプラントの設備保全現場では、多くの時間が「移動」「手書き記録」「転記」「再確

認」といった非付加価値業務に費やされている。紙の点検票とExcelによる管理では、記

入漏れ・転記ミス・情報の属人化といった構造的な課題を抱え、限られた人員で複雑する

点検業務をこなすことが年々難しくなっている。

本冊子では、こうした課題を正面から受け止め、日常点検と定期点検の両方において点検

時間を60%削減するための7つの実践的なヒントを提示する。「巡回ルートの再設計」から

「IoTセンサーによる遠隔監視」まで、すぐに着手できる改善策と、中長期的なDX投資の

両方をカバーしている。各ヒントは、現場で実際に成果が報告されている取り組みをもと

に構成しており、ITに不慣れな担当者でも段階的に導入できるよう設計している。

本冊子を読み終えたとき、現場担当者は「明日から何を変えるか」が明確になり、管理職

は「どこに投資すれば最大の効果が得られるか」を判断できるようになる。

重点メッセージ：点検業務の非効率さは構造的な問題であり、根本解決には「紙からデジ

タルへ」の移行が不可欠だ。しかし専門家を誤ると「ツールが現場に定着しない」という

失敗に陥る。本冊子の7つのヒントを「スモールスタート→標準化→自動化」の順に実践す

ることで、段階的かつ確実に点検時間の削減を実現できる。

目次

1. 巡回ルートと点検項目を「ゼロベース」で見直す 3

2. タブレット・スマートフォンで点検をペーパーレス化する 4

3. QRコードと写真記録で転記ミスをゼロにする 6

4. 判定基準を「見える化」して現場の判断力を高める 9

5. リアルタイム共有で「後処理」の時間を一掃する 11

6. IoTセンサーと遠隔監視で「現場に行かなくていい」状況をつくる

7. 蓄積データを「予知保全」に活用して点検そのものを減らす
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1. 巡回ルートと点検項目を「ゼロベース」で

見直す

なぜ「そもそも論」から始める必要があるのか

図1 現場でのデジタル点検実施の様子

多くの現場で点検業務の非効率の根本原因は、点検業そのもの長年の踏襲によって埋れて

いることにある。「以前のトラブルがあったから追加した」「上司からの指示で加えた」と

いった経緯で項目が増え続け、現在の設備状態や技術水準に合わなくなっていても、誰も

削除しない。その結果、本来30分で終わるはずの巡回が時間以上かかっているというケー

スは珍しくない。

デジタルツールを導入する前に、まず「そもそもやくてもいい作業」を洗い出し、点検業

務全体を柵柵することが投資効果を最大化する鍵となる。

点検ルートの非効率さを可視化する

実施すべき項目：

現在の点検項目をリスト化し、過去3年間のトラブル発生との相関を確認する✓
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頻度の最適化で合計点検時間を削減する

すべての設備を同じ頻度で点検する必要はない。設備の重要度、故障時の影響範囲、過去

の故障履歴に基づいて、点検頻度をリスクベースで再設定することで、合計点検時間を大

幅に短縮できる。

このヒントの要点

ツール選定する前に「何を、なぜ、どれくらいの頻度で点検するか」を再定義せよ。デジ

タル化はこれを正しい点検業務を速くするための手段であり、無駄な作業をデジタル化し

ても無駄が速くなるだけである。

2. タブレット・スマートフォンで点検をペ

ーパーレス化する

巡回ルートを実際に歩き、移動時間を計測する。同一エリアを複数回通過していないか確

認する

✓

各点検項目の所要時間を計測する。特定の項目に時間がかかりすぎていないか把握する✓

「この点検で何を判断しているのか」を言語化する。判断基準が曖昧な項目は標準化の候

補となる

✓
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紙の点検票が抱える構造的な問題

図2 従来の紙ベース点検からタブレット活用への移行

紙の点検票とExcelを組み合わせた管理方式には、以下の構造的な欠陥が存在する：

これらの問題は、タブレット・スマートフォンを使った電子帳票システムの導入によって

一括して解消できる。

電子化がもたらす即効性の高い改善効果

現場にタブレットを持ち込み、クラウド連携した点検アプリで記録するだけで、以下の変

化が生じる：

記入の段階で発生する問題：手書きによる記述間違い、記入漏れが避けられない。判読困

難な文字による後工程でのミス

✓

転記の段階で発生する問題：現場から事務所への二重入力により、数値の転記ミスがその

まま管理データとなる

✓

管理の段階で発生する問題：ファイルが日付・担当者ごとに分散し、過去データの検索に

時間を要する。紙の保管・ファイリングにスペースとコストがかかる

✓

転記作業がゼロになる：現場で入力した数値がそのままクラウドに保存される。事務所に

戻ってExcelに打ち直す作業が完全になくなる

✓
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ある船舶製造工場では、作業日報のアプリ化により年間200時間超の業務削減と2,400枚

のペーパーレス化を達成したと報告されている。

ツール選定の3つのポイント

選定基準 確認すべきこと 重要度

オフライン対応 電波が届かない地下・屋外でも入力・保存できるか ★★★

操作性（UI/UX） ITに不慣れな作業者でも直感的に使えるか ★★★

既存業務との適合 現在の点検票の項目・フローをそのまま移行できるか ★★★

カスタマイズ性 ノーコードで独自の入力項目を追加・変更できるか ★★

サポート体制 導入後の現場定着まで伴走してくれるか ★★

重要な注意点

「オフライン対応」は工場・プラント環境では必須要件だ。地下配管エリア、大型設備の

内部、屋外の遠隔設備など、電波が届かない場所での点検は当たり前だ。オフラインで入

力した（電波が戻ったときに自動同期される）機能がなければ、現場での運用は成立しな

い。このヒントの要点は、ペーパーレス化は「紙をなくすこと」が目的ではなく、「転記と

いう非付加価値業務をなくすこと」が本質である。タブレット一台の導入から始めること

で、現場は明確な効果を体感し、次の改善への意欲も生まれやすくなる。

3. QRコードと写真記録で転記ミスをゼロに

する

記入漏れが仕組みで防がれる：必須項目に入力しないと次へ進めない設計により、点検漏

れを物理的に防止できる

✓

写真が記録と紐づく：異常箇所を撮影するとその場で点検記録に添付される。言葉だけで

は伝わらない状況を正確に記録・共有できる

✓



3. QRコードと写真記録で転記ミスをゼロにする

7

QRコードが点検の精度と速度を同時に高める

図3 QRコード活用による転記ミスゼロの実現

設備に貼付されたQRコードをスキャングすることで、その設備固有の点検チェックリス

トが自動で画面に表示される。対象設備の取り違えを防ぎ、正確な点検を効率的に実施で

きる。

設備に特定の厳密さ：点検対象の間違いを防止する。広大なプラントでは、類似した設備

が複数存在することが多く、取り違いミスが発生しやすい。QRコードをスキャンすれ

ば、その設備の点検項目が自動的に画面に表示されるため、間違いが構造的に排除され

る。

点検項目の自動表示ポップ出し

設備ごとに必要な点検項目が自動的に画面に表示されるため、担当者がマニュアルを参照

したり、帳票を探したりする時間が不要になる。

点検の証跡確保

いつ、誰が、どの設備を点検したかがQRスキャンのログとして自動記録される。後から

証跡を確認する際に、手間がくてください。
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写真記録が「伝わる報告書」を自動で生成する

従来の点検報告書における「文字だけの記録」には、重大な限界がある。

記録方式の比較と効果

記録方式 情報の正確性 伝達の即時性 証跡としての有効性

手書き文字のみ 低（主観的表現） 低（転記ラグあり）
低（改ざんリスクあ

り）

文字＋後日手書き写

真
中（情報が分離） 低（タイムラグあり） 中

アプリ内写真直接添

付
高（視覚情報）

高（即時クラウド共

有）

高（タイムスタンプ

付）

現代の点検アプリでは、写真に自動でタイムスタンプとジオタグが付与され、特定の点検

項目に紐づいた状態でクラウド保存される。監査時や品質保証の観点でも、改ざん不可能

な記録となる。

「転記ゼロ」の業務フローを設計する

QRコード＋写真記録の組み合わせは、点検の「正確性」と「速度」を同時に高める最も

コストパフォーマンスの高い改善策の一つだ。既存の設備にQRコードシールを貼るだけ

で始められ、初期投資は最小限で済む。

このヒントの要点

QRコード＋写真記録の組み合わせは、点検の「正確性」と「速度」を同時に高める最もコ

ストパフォーマンスの高い改善策の一つだ。既存の設備にQRコードシールを貼るだけで始

められ、初期投資は最小限で済む。

「振動が大きい」「油ににじみあり」といった記述だけでは、管理者が現場の深刻度を正

確に判断できない。その結果、「必要なのに放置される」という再確認が発生し、余計

な時間が費やされる。

✓

写真記録の活用により、この問題は根本から解消される。✓
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4. 判定基準を「見える化」して現場の判断力

を高める

「人による判断のばらつき」が再点検を生む

図4 正常・要注意・異常の判定基準を写真で表示

点検業務における「時間の無駄」の中でも、特に見落とされがなのが「判定基準の曖昧

さ」に起因する再確認・再点検だ。

「この振動は常態囲か？」「この変色は問題があるか？」といった判断が担当者のスキル

や経験に依存している場合、以下の問題が連鎖的に発生する：

1. 経験浅い担当者が「念のため上司に聞く」→管理者の時間が毎う

2. 判断に迷い、時間をかけて確認する→点検時間が延びる

3. 担当者によって判定が異なる→同一設備の「要注意」「要注意」と交互に変わり、

信頼性が低下する

4. 後から「あの時点検したのに放置された」となる→重大故障に発展するリスク

判定基準の「見える化」4つの手法
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数値基準

の明示

「温度70℃超で要注意、80℃超で即報告」のように数値

で定義

担当者が迷わずに判

断できる

写真基準

の整備

正常・要注意・異常の状態を写真で示す「判定見本」を

作成

目視検査の精度と速

度が上がる

段階的な

判定フロ

ー

チェックリストに「Yes>次の質問」「No⇒〇〇に報告」

の分岐を設ける

対応手順まで明確化

でき、報告漏れが防

げる

異常の関

連付けア

ラート

デジタル点検アプリの場合、入力された数値が基準値超

えたら自動でアラートを表示したり、次のアクションを

指示したりできること

ヒューマンエラーを

仕組みで防ぐ

ノウハウの形式知化がもたらす価値

ベテランが「暗黙知」として持っていた判定基準を「形式知」（誰でも理解できるルール）

に変えることで、以下の効果が生まれる：

このヒントの要点

「判定基準の曖昧さ」は見えにくい時間の浪費である。数値化・写真化・デジタルアラー

トの組み合わせにより、判断を標準化することが、再点検の削減と技術承継の両方に効

く。

新人でも一定水準の判定が即座にできるようになる→管理者への相談が減り、時間が短縮

される

✓

判定結果のブレが減り、点検データの信頼性が向上する→管理者の信頼度が増し、適切な

投資判断が可能になる

✓

判定基準がドキュメント化されると、今まで現場にしかいなかった知識が組織全体に共有

される→ベテランの引退リスクが軽減される

✓
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5. リアルタイム共有で「後処理」の時間を

一掃する

情報のタイムラグが生み出す「無駄な後処理」

図5 現場入力データが管理者に即時共有される仕組み

従来のベースペース管理では、情報が現場から管理者に届くまでに必ずタイムラグが生ま

れる。このタイムラグが、さまざまな「無駄な後処理」を生み出している：

朝の巡回結果が管理者に届くのは午後：その間に当番担当者間の連携がとれない、同じ設

備を複数人が確認してしまうなど、無駄が発生

✓

異常を見つけても対応まで遅れる：現場から報告を受ける→管理者が確認する→対応方針

を検討する→指示を出す。このプロセスに日数かかることもある

✓

管理者が状況を把握できない：報告書を待つしかなく、日中にリアルタイムで状況を監視

できない

✓

監査・レポート作成が時間がかかる：データが集まるのを待ち、Excelに整理し、グラフ

を作成する作業に多大な時間を要する

✓
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クラウド型点検管理システムでの異常発生フロー

クラウドに直結した点検アプリを使えば、現場で入力した情報がその場で管理者の画面に

反映される：

リアルタイム共有が変える業務フロー

場面 従来 リアルタイム共有後

異常発見時
現場➜口頭報告➜管理者確認➜指示

出し

現場入力➜管理者即時確認➜指示

出し

担当者間の調整 日報回覧➜翌日確認
入力即座に全担当者が同時情報を

保有

管理者の状況把握 報告書を待つ ダッシュボードで随時確認可能

監査・レポート作

成
データ収集に数日、Excelで整理 ワンクリックでレポート生成

ある送迎バスの車両点検をアプリ化した企業では、転記・郵送作業が廃止されることで事

務作業の削減と、報告工数の削減が同時に実現されたと報告されている。点検の「効率

化」だけでなく、「管理者の働き方改革」にもつながる。

このヒントの要点

リアルタイム共有は「現場の効率化」だけでなく「管理層の働き方改善」でもある。情報

のタイムラグをゼロにすることで、組織全体の反応速度が上がり、後処理・報告工数の削

減と同時に、緊急対応の精度も向上する。

異常発見時：現場入力 → 自動プラットフォーム → 管理者即時確認・指示出し✓

複数部門の調整：ダッシュボードで同時確認可能 → リアルタイム共有により、組織全体

の反応速度が高まる

✓

情報の即時性が：「報告を待つ」ではなく「見て先手を打つ」という標準化された業務フ

ローに変わる

✓
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6. IoTセンサーと遠隔監視で「現場に行かな

くていい」状況をつくる

アナログメーター読み取りに費やされる時間を取り戻す

図6 複数のIoTセンサーによるリアルタイム遠隔監視

多くの工場・プラントでは、今も作業員が現場をまわり、アナログメーターの数値を目で

読み、記録する点検が行われている。この「体を使った情報収集」には、大きな在在があ

ります：

IoTカメラ（画像読み取り型）やセンサーを活用することで、この工程を大幅に削減でき

る。

メーター設置所への移動時間✓

数値の読み取り・記録にかかる時間✓

事務所に戻ってからのデータ転記時間✓

後から読み取り値を確認・検証する時間✓
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LiLz Gauge：アナログメーターを自動で読み取る

NBKマーケティング株式会社が提供するLiLz社の「LiLz Gauge（リルズゲージ）」は、AI

を活用したメーター自動読取りソリューションだ。現場のアナログメーターにカメラを設

置するだけで、AI が自動的に数値を読み取り、クラウドに送信する。これまで人が目で読

み取り、手で記録していた作業が完全に自動化される。

LiLz Gaugeの最大の特徴は、設置の簡便性だ。電源工事や通信工事が不要で、防爆エリア

（ZONE2）にも対応している。既存の設備に後付け可能なため、導入のハードルが低

い。導入実績は11,000台を超え、毎月100万回を超える計器読取を行っており、現場での

信頼性が実証されている。

遠隔監視が変える点検の概念

遠隔監視とは「現場に行かずに設備の状態を確認する」技術だ。これを実施するためのア

プローチは、設備種類や現場環境によって異なる：

アプローチ 適した場面 主な効果

固定カメラ＋AI画像認識 アナログメーターが多い設備 自動読み取り、巡回頻度削減

振動・温度センサー 回転機械、ポンプ、モーター 状態の異常を自動検知

圧力・流量センサー 配管、タンク 数値の常時自動取得・プラット

固定カメラ映像監視 危険箇所、高所 目視検査を遠隔で代用

危険箇所・高所の点検を安全に効率化する

プラント・工場における高所の配管、狭小空間の配管、防爆エリアでの設備など、人が立

ち入れない危険箇所の点検をロボットやドローンで代用するケースが増えている。

国土交通省の資料によると、従来の作業員による主観的な「五感」による点検を、無線振

動センサーとプロセステータプラットフォームで代替することで、必要な一つ当たりの点

検コストが原来の約4分の1になったケースも報告されている。プラントの高所配管点検に

おいても、同様のコスト構造の改善が見込める。

また、ドロー兼による高所点検のメリットはコスト削減だけでなく、作業員の安全確保に

も直結する。高所や有毒ガスのある場所など、人が立ち入れない危険箇所にも適用できる

点は大きな強みだ。
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LiLz Guard：現場の異常を画像から自動検知する

NBKマーケティング株式会社が提供するLiLz社の「LiLz Guard（リルズガード）」は、AI

を活用した異常検知ソリューションだ。現場に設置されたカメラの映像から、AIが自動的

に異常を検知し、その深刻度を数値化する。異常の有無だけでなく「どの程度の深刻度

か」を定量的に判断できるため、優先順位付けや対応の意思決定が迅速になる。

LiLz Guardの強みは、既存のカメラとの互換性だ。NBKマーケティングの防爆カメラやサ

ーモカメラで取得した画像はもちろん、現場に既に設置されている他社のカメラで撮影さ

れた映像も活用できる。防爆エリア・腐食環境・高温多湿など、過酷な現場環境に対応す

る専用カメララインナップも揃えており、あらゆる危険箇所の遠隔監視を実現できる。

ロボット・ドローン・カメラによる包括的な危険箇所対応

NBKマーケティング株式会社では、狭小空間の配管点検に特化したヘビ型ロボット

「Float Arm」、防爆エリア対応の防爆スマートグラス「RealWear Navigator Z1」に加

え、LiLz GaugeやLiLz Guardなどの画像AI技術を組み合わせることで、現場の危険作業の

省力化・安全化を支援するトータルソリューションを提供している。これらのソリューシ

ョンは、単体での活用だけでなく、組み合わせることで「見守りから検知、対応まで」の

一連の流れを自動化でき、設備保全業務の質的な向上を実現する。

このヒントの要点

IoT・ドローン・ロボットによる遠隔監視の導入は「高度な投資」ではなく「現場の安全と

効率を両立させる実務的な選択肢」になってきた。後付け可能なIoTカメラやセンサーから

始め、段階的に自動化の範囲を広げるアプローチが現実的だ。

7. 蓄積データを「予知保全」に活用して点

検そのものを減らす
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「毎回同じ点検」から「必要な時だけ点検」へ

図7 予知保全による最適なタイミングでの点検実施

これまでの6つのヒントは、点検業務そのものの「やり方」を改善してきた。このヒント7

は、その先を目指す。蓄積されたデータをAIで解析し、設備の「いつ」「どこが」「どの程

度」悪くなるかを予測することで、点検そのものの「頻度」を見直す段階である。

従来の保全方式（Time Based Maintenance；TBM）では、「1ヶ月に1回」「3ヶ月に1回」

といった固定スケジュールで点検を実施してきた。しかしこの方法には本質的な限界があ

る。設備は動いていても、内部では静かに「見えない劣化」が進んでいる。スケジュール

点検では、その進行を感知できない。

状態基準保全（Condition Based Maintenance；CBM）＋予知保全は、この問題を根本

から解決する。設備のリアルな状態データを常時収集し、劣化の進行度を早期に検知する

ことで、本当に必要なタイミングだけ点検・修繕を行う考え方だ。

データ活用の段階的なアプローチ

予知保全への移行は一足跳びではできない。以下の4段階で、段階的に進めることが推奨

されている：

【Level 1】記録のデジタル化、点検・修繕記録をスマートフォン・タブレットで入力し、

一元管理する
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【Level 2】計画の最適化

デジタル化されたデータから設備スケジュールや部品品質を管理する

【Level 3】状態監視

振動・温度センサー等でリアルタイムに状態データを収集・監視する

【Level 4】予知保全（CBM）

AIでデータを解析し、故障の予兆を自動検知して最適なタイミングで点検・保全を実施す

る

多くの現場ではLevel 1すら完全には実現できていないのが現状だ。まずはデジタル化の

基盤を整えることが、予知保全への第一歩となる。

蓄積されたデータが「点検の見直し」を可能にする

点検記録がデジタルデータとして蓄積されると、これまで見えていなかった「パターン」

が見えてくる：

LiLz Guardが実現する自動データ蓄積と予知保全への展開

NBKマーケティングのLiLz Guardは、画像からの異常検知を自動化するだけでなく、その

蓄積データが予知保全への道を開く。LiLz Guardが検知した「異常レベルの推移」を時系

列で追跡することで、設備の劣化パターンが可視化され、「あの異常レベルから何日で故

障に至ったか」という相関関係が明らかになる。

この蓄積されたパターン認識により、新たに同じような異常パターンを検知したときに

「あと何日で故障する可能性が高い」と予測できるようになる。つまり、LiLz Guardは単

なる「現在の異常を検知するツール」ではなく、「将来の故障を予測するための学習エン

ジン」となるのだ。複数の現場でLiLz Guardを導入している企業では、このデータを共

有・統合することで、業界全体の予知保全精度が向上していく可能性も広がっている。

これらのデータに基づいて点検頻度を見直すことで、「過度な点検」を削減し、「本当に必

要な点検」に集中できるようになる。これが、「点検時間60%削減」の最終形だ。

この設備が最も頻繁に異常を起こしているのはいつか：特定の季節・時帯に異常が集中し

ていないか

✓

点検頻度と故障率の関係：これ までリードタイムがどれくらいか。点検から修繕までの

リードタイムはどれくらいか

✓

点検基準と故障率の関連性：ここまで厳しく監視する必要があるのか、あるいは基準が甘

すぎるのか

✓
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予知保全が経営にもたらすインパクト

研究によると、予知保全の導入により以下の効果が得られるとされている：

点検時間の削減は、人件費の節約にとどまらない。設備の安定稼働による生産損失の防

止、品質不良の削減、安全事故のリスク低減という形で、より大きな経営インパクトをも

たらす。

このヒントの要点

予知保全は「点検をなくす」のではなく「賢く点検する」ことだ。データを蓄積すること

で、設備の声に耳を傾け、本当に必要なタイミングで点検・保全を行う。これが「点検時

間60%削減」の最終形であり、設備保全の本質的な進化である。

7つのヒントの統合と実装戦略

計画外ダウンタイムを30～50%削減できる✓

保全コストを30～47%削減できる✓

自動車工場での導入事例では、溶接ロボットに予知保全システムを導入した結果、計画外

ダウンタイムが週4.7時間から0.8時間へ（約83%削減）、保全コストが47%削減された

と報告されている

✓
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改善効果と導入難易度のマトリクス

図8 7つのヒント導入による点検時間削減の効果

7つのヒントを「即効性」と「導入の容易さ」で管理すると、以下のようなポジションに

なる：

ヒント 主な効果 導入の容易さ
推奨開始

時期

1. 巡回ルートと点検項目の

見直し

移動時間・無駄な作業の

削減
高（ゼロコスト） すぐ

2. タブレットによるペーパ

ーレス化

転記時間削減、記録品質

の向上
中（アプリ導入）

1～3ヶ月

以内

3. QRコードと写真記録 転記ゼロ、証跡の充実
中（QRシール＋ア

プリ）

1～3ヶ月

以内

4. 判定基準の見える化・標

準化
再確認・再点検の削減 中（基準書作成）

1～6ヶ月

以内
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6. IoTセンサー・遠隔監

視

巡回頻度・危険作業の削

減
低～中（設備投資）

6～12ヶ月以

内

7. データ活用・予知保

全
点検頻度そのものの適化

低（データ基盤が前

提）
12ヶ月以降

「スモールスタート」こそが成功の鍵

図9 デジタル化された最新のプラント運営環境

経済産業省（METI）やIPA（情報処理推進機構）の事例研究でも一貫して強調されている

のが、スモールスタートの重要性だ。成功している企業の多くは、以下のプロセスを踏ん

でいる：

1. 一つの設備・一つのラインで試験運用する

2. 現場のフィードバックをもとにカスタマイズする

3. 成功事例を社内に共有し、概観の賛同を得る

4. 次のレベルの自動化・高度化に段階的に進む

小さく始め、現場の声を取り入れながら改善を重ねることで、「その現場に本当に合った

DX」が実現する。この動きは、日本だけでなく世界中が抱えるインフラ老朽化問題にも

切り込んでいくはずである。
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現場担当者への最後のメッセージ

本冊子で紹介した7つのヒントは、決して「最新技術への無条件な投資」を求めるもので

はない。むしろその逆だ：「現場の声を取り入れ、本当に必要な改善から始めること」

が、DX成功の最大の秘訣である。

点検業務の非効率さは構造的な問題であり、それを解決するには「紙からデジタルへ」の

移行が不可欠だ。しかし専門家の誤った導入や、使いにくいツールの無理強いは、DXの

失敗につながる。

本冊子の7つのヒントを「スモールスタート→標準化→自動化」の順に実践することで、

段階的かつ確実に点検時間の削減が実現できる。変化は小さなところから始まる。一つの

点検票から、一つのタブレット、一つのQRコードスキャンの積み重ねが、やがて「点検

時間60%削減」という大きな成果につながっていく。

現場担当者の「もっと楽にできるはずだ」という感覚を大切にし、そこから改善を積み重

ねていく。それが、現場が主体的に運用でき、組織全体の力を高めるDXの第一歩なの

だ。


